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	 eq \o\ac(□,1)　クリティカル・シンキングって何？
	 eq \o\ac(□,2)　思い込みは禁物！冷静に分析しよう。

	
	 eq \o\ac(□,3)　なぜそう思ったの？
	 eq \o\ac(□,4)　事実かな？話して確かめよう。
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本時の目的
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展開
	１．自分の感情は何が原因で起こったかを考えさせる。
２．クリティカル･シンキングの3つのステップを踏んで、物事を冷静に分析できるように
させる。 

	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容

	準備物

	1．導入 (6)
	
	復習：第2セッションキーワード等
○中１の目標：「クリティカル・シンキングができるようになろう！」
○クリティカル・シンキングの心構え「ストップ＆シンク」
○ステップ3：そのことを、「事実」と「思い込み･推測」に分ける

導入：本時は、ステップ１、２を学習する。
	

	2．目標や流れの説明(2)
	
	テーマ：「なぜそう思ったの？」
目　標：「感情とその原因を探ってみよう」
	

	3．活動 (35)
なぜそう
思ったの？
	
	・プリントを配付し、課題場面を提示。
月曜日 週末(土曜日)、Cさんと遊ぶ約束をした。
金曜日 Cさんに断られた。理由は聞かなかった。
約束をしていたはずの土曜日 なんと、Cさんが別の友だちDさんと一緒にいるところを見てしまった!!
ｽﾃｯﾌﾟ1「行動する前に、自分はどんな感情か考える」
「CさんとDさんが一緒にいるところ見てしまったとき」の感情を考える。

・全体シェアリングする。
ｽﾃｯﾌﾟ2「その感情が、どんなことによって起こったかを考える」
コツ１.自分が目で見ていること、起こっていることを書き出す。
例：①Cさんが、今、街にいる。
＊見えていることを書く。そこに感情・思い・願い、などは入れてはいけない。
コツ２.自分の感情をかき乱していると考えられることを書き出す。
　例：②Cさんは、自分ではなくDさんを遊び相手に選んだ。
＊今、自分が悔しかったり、腹が立ったりしているのはなぜか？
感情・思い・願いが入っても構わないので、たくさん書き出す。
コツ３.自分の感情をかき乱していると考えられることとは反対のことを考えて書き出す。
例：③Cさんは、Dさんに強引に（無理やり）誘われている。
＊コツ2で考えた腹が立つことや悔しいことの逆、よい可能性について考える。

・小グループでステップ2を話し合う(15程度)。

・全体シェアリングを行う。
1)「思い込み・推測箱」を発表させる（コツ2，3を使用したもの）。
それは、すべて思い込み・推測であるが、それでよい。
回答例○Cさんは、自分を裏切った。
　　　　○Cさんは、自分よりDさんが好き。
　　　　○Cさんは、嘘をついた。
　　　　○Cさんは、嫌なやつだ。
○CさんとDさんは、私へのプレゼントを購入しに来ている。
○CさんとDさんは、偶然そこで会っただけ。
2)「事実箱」を発表させる（コツ1を使用したもの）。
回答例○自分と、Cさんと、Dさんが、街にいる。
○自分が街でCさんとDさんが一緒にいるところを見た。
　　　　○自分は昨日まで、Cさんと一緒に遊ぶ約束をしていた。
　　　　○Cさんが遊べなくなった理由を聞いていない。
・考えた“こと”の中に「これを思いつくことができたら、自分の気持ちが少し楽になるかな」と感じられるものはないだろうか。
⇒「CさんとDさんは、私へのプレゼントを購入しに来ている。」や
「CさんとDさんは、偶然そこで会っただけ」はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),良い)「思い込み・推測」。

・「思い込み」や「推測」というのは、大抵悪い方へ偏りがちだが、よい思い込みや推測を考えつくことができると、心のバランスが回復する。心のバランスをとることは、その後の行動を決めていく上で、大事なことである。

	

	4．まとめ(3)
	
	・ステップ1のキーワード　　⇒「感情」
・ステップ2のキーワード　　⇒「こと」
	
　　 　　

	5．振り返り用紙記入(4)
	
	各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
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是非、引き出したい回答





是非、引き出したい回答
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感情とは、自分の環境で何かが起こったとき、人の体の内側で起こる、本人にしかわからない、心の動きのこと。


1度に起こる感情は1つとは限らない。いろいろあるはず。








� eq \o\ac(○,例)� 嬉しい、複雑、困る、


不安、悔しい、シュン、


怒り、なげやり、有頂天
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